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第21回定例市議会
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第
二
十
一
回
定
例
市
議
会
は
九
月
三
日
午
前
十
一
時
二
十
五
分
か
ら
市
役
所
下
庄
出
張

所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
開
会
へ
き
頭
、
議
事
日
程
を
二
日
間
に
決
め
本
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
案
三
千
七
百
十
九
万
六
千
九
百
余
円
の
ほ
か
十
九
議
案
を
原

案
ど
お
り
可
決
、
二
つ
の
報
告
を
承
認
、
四
日
午
後
十
一
時
二
十
四
分
閉
会
し
声
し
た

副
議
長
（
議
長
欠
席
の
た
め
）
開

会
を
官
1
た
後
、
市
長
の
あ
い
さ

つ
、
一
た
ん
休
憩
、
こ
の
間
に
常

任
委
員
長
会
議
が
開
か
れ
議
事
日

程
案
が
練
ら
れ
ま
し
た
。
同
十
一

時
四
十
三
分
再
開
、
川
崎
総
務
委

員
長
か
ら
議
事
日
程
（
二
日
間
）
の

報
告
が
あ
っ
て
休
憩
、
午
後
一
時

五
十
分
再
開
、
池
田
助
役
か
ら
上

提
議
案
の
説
明
が
終
り
、
時
間
延

長
を
決
め
て
一
般
質
問
に
は
い
り

ま
し
た
。
一
般
質
問
は
活
発
に
展

開
さ
れ
ま
し
た
が
同
五
時
二
十
五

分
、
議
案
な
ら
び
に
陳
情
、
請
願

を
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
常
任
委
員
会

に
付
託
、
当
日
の
議
事
を
閉
議
し

ま
し
た
。

　

明
け
て
四
日
は
午
前
九
時
か
ら

各
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
午

後
三
時
四
十
分
か
ら
本
会
議
を

開
会
、
続
い
て
時
間
延
長
を
決

め
議
案
の
審
議
が
続
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
同
十
一
時
二
十
四
分

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、

閉
会
し
ま
し
た
。

（
上
提
議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い

　

て
は
二
面
で
説
明
）

　

秋
季
全
国
交
通
安
全
運
動
旬
間

　

十
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
一
日

○
狭
い
道
、
気
の
っ
け
よ
ろ
で

　

広
く
な
る

○
道
路
で
は
遊
ぱ
ぬ
し
っ
け
、

　

母
の
愛

⊃
気
を
つ
け
よ
う
軍
の
あ
と
に

　

ま
た
車

○
事
故
防
止
、
心
も
車
も
ま
ず

　

ブ
レ
ー
キ

酋稜改奎をmmi
第1期

工事分に 20，196．000円計上
第
二
十
一
回

定
例
市
議
会

の
山
と
も
見

ら
れ
た
追
加

更
正
予
算
案

は
無
事
議
会

を
通
過
し
ま

し
た
。
こ
の

予
算
額
の
中

に
有
終
西
小

学
校
改
築
費

の
第
一
期
工

事
分
、
二
千

十
九
万
六
千

円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
こ

と
は
、
全
市
民
の
喜
び
で
す
。

こ
れ
で
、
い
よ
い
よ
本
年
度
か
ら

三
ヵ
年
計
画
で
鉄
筋
ユ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
の
モ
デ
ル
・
こ

が
室
た
一
つ
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

有
終
酉
小
学
校
の
現
校
舎
は
明

　

治
三
十
七
年
十
一
月
に
改
築
さ

　

れ
た
も
の
で
、
こ
の
老
朽
度
は

　

実
に
甚
だ
し
く
、
関
係
市
民
は

　

こ
の
改
築
を
以
前
か
ら
市
に
迫

　

つ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
市
当

　

局
も
教
育
の
重
大
性
を
考
え
関

　

係
地
区
民
の
意
に
そ
う
べ
く
主

　

力
を
傾
け
て
関
係
官
庁
に
陳
情

　

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

率
い
各
方
面
の
協
力
を
得
て
補
助

金
と
起
債
の
見
通
L
が
に
7
ち
、
よ

う
や
く
追
加
予
算
に
計
上
1
て
い

よ
い
よ
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

同
校
改
築
計
画
の
あ
ら
ま
し
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

▽
工
事
全
体
計
画

　

鉄
筋
ユ
ン
タ
リ
ー
ト
三
階
建
、

　
　
　
　

三
棟

　

建
坪
三
六
四
・
五
坪

　

延
坪
一
、
一
三
〇
・
五
坪

　

木
造
平
屋
付
属
屋
そ
の
他

　
　
　
　

一
八
四
坪

　
　

計
一
、
三
一
四
・
五
坪

（古びた西校校舎の一部）
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さわやかな秋風とともに郷

土の田園地帯には新米の香り

がただよっています。

　

植付いらい不順であった気

象にもかかわらず農業科学の

進歩と適切な営農指導と農民

の汗みどろの努力と、三位一

体が十分功を奏して三年続き

の豊作も予想され、いま九月

早場米出荷に急ぐ農民の足取

りも、豊作のリズムに乗って

軽やかに見受けられます。

　

ことしは初秋の天候がぐず

ついたため、昨年9月末の出

荷数94，820俵をぐっと割っ

て50，000俵が予想されていま

す。早場米の多量出荷も大切

ですが、大野米の名を落して

はたいへん、農民皆が気をつ

けて乾燥の良い米の出荷に懸

命の努力を払いましよう。

またろO年度の予約数125，765

俵、ろ1年度の126，712俵に比

べて、ことしは126，977俵で

あって早くから豊作のきざし

がうかがえます。（農民の笑

顔とともに積出される新米

下庄農業倉庫前にて）

自
転
車
眼
籍
票
刀
取
9
＞
K
＞

自
転
車
車
籍
登
録
票
の
取
替
え
が

十
一
月
一
日
か
ら
各
自
転
車
店
で

始
ま
り
ま
す
か
ら
、
も
よ
り
の
自

転
車
店
で
取
か
え
て
く
だ
さ
い
。

赤
色
の
車
籍
票
が
緑
色
に
か
わ
り

ま
す
。

風
見
鶏

「
ド
イ
ツ

人
は
考
え

て
か
ら
歩

き
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
歩
き
な
が
ら

考
え
、
日
本
人
は
歩
き
終
っ
て
考

え
る
」
と
い
ろ
笑
話
が
あ
る
。

▼
最
近
、
新
生
活
運
動
・
新
農
村

建
設
・
三
悪
追
放
な
ど
と
新
し
い

社
会
を
作
る
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
か
か
げ
た
運
動
が
活
発
に
進
め

ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ら

の
会
合
に
出
席
し
て
常
に
思
う
事

は
、
い
っ
行
っ
て
も
同
じ
事
ば
か

り
く
り
返
し
て
話
し
た
り
、
考
え

た
り
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
う

け
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
い
っ

に
な
っ
た
ら
本
当
の
滑
り
出
し
が

で
き
る
の
か
見
当
が
っ
か
な
い
。

▼
ど
う
も
こ
う
な
る
と
近
ご
ろ
の

日
本
人
は
ド
イ
ツ
流
に
な
り
、
考

え
る
方
が
先
に
な
っ
て
来
た
ら
し

い
、
そ
し
て
、
そ
の
上
玄
だ
御
丁

寧
に
い
っ
玄
で
た
っ
て
も
歩
き
出

さ
ぬ
ら
し
い
。
こ
れ
で
は
ど
う
も

腰
の
ぬ
け
た
象
と
同
じ
で
手
の
っ

け
よ
う
が
な
い
。
い
く
ら
関
係
者

が
笛
だ
い
こ
で
八
ヤ
シ
て
も
当
の

国
民
諸
氏
が
オ
’
”
n
＾
を
あ
げ
る

気
が
な
い
▼
も
っ
と
も
予
算
が

な
か
っ
た
り
、
話
し
合
い
と
現
実

の
食
い
違
い
が
大
き
す
ぎ
た
り
、

指
導
方
法
が
誤
っ
た
り
し
て
い
る

な
ら
、
そ
れ
を
解
決
す
る
の
が
先

決
だ
。
そ
れ
ら
に
気
づ
か
ず
同
じ

事
を
ワ
イ
ワ
イ
議
論
し
て
い
る
の

は
愚
の
骨
頂
で
あ
る
▼
今
や
議

論
か
ら
実
行
の
時
代
へ
移
っ
て
い

る
。
そ
ろ
そ
ろ
歩
き
出
そ
う
。
昔

か
ら
い
わ
く
「
ヘ
タ
な
考
え
休
む

に
似
た
り
」
と
。



※
今
月
の
市
税
は
十
月
三
十
」
日
限
り

紅葉、影する九頭竜峡

　

奥越の深山幽谷に源をなす九龍竜川は、

淵によどみ岩をかんで流れ行く清れつさ、

また幾十丈の絶壁に映える紅葉の間を白絹

の如くかかる滝の美観はあくことを知らず

旅客をしてただ夢の国に遊ばせる思いをい

だかせます。室た荒島、経が岳、真名峡は

奥越高原県立公園の指定を受け、いま公園

施設の充実に意図が注がれています。

　

秋びよりのこのごろ紅葉に飾られた大自

然の神気に誘

われて、その

美を満喫する

観光客が連日

この山峡を賑

わしています

　

（第一発電所

附近の峡谷）
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善導寺川

排
水
工
事
の
完
成
せ
ま
る

都
市
計
画
事
業
、
特
別
失
業
対
策
事
業
都
市
水
利
排
水
路
、
善

導
寺
川
改
修
工
事
は
昭
和
二
十
九
年
度
に
県
工
事
と
し
て
1
工

い
ら
い
継
続
さ
れ
、
昨
年
度
か
ら
市
が
事
業
の
バ
ト
ン
を
う
け
つ
い
で

そ
の
完
成
を
急
い
で
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
で
こ
れ
が
完
工
さ
れ
ま
す

導
導
寺
川
は
1
日
一
区
方
面
の
小
川

が
源
と
な
り
市
街
地
の
東
辺
、
国
鉄

大
野
駅
予
定
地
付
近
か
ら
北
に
流
れ

る
主
要
排
水
路
で
、
中
荒
井
●
木
瓜

川
に
合
流
す
る
水
路
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
は
湿
地
帯
で
あ
り
、
川

幅
も
せ
ま
く
降
雨
時
の
は
ん
ら
ん
が

激
’
し
く
、
い
つ
も
苦
し
み
を
な
め
て

き
ま
し
た
。
市
で
は
昨
年
度
に
二
百

四
十
万
五
千
円
を
費
し
幅
五
・
三
米

延
長
二
百
三
十
七
米
を
完
成
し
、
本

年
度
は
百
七
十
万
円
を
費
し
幅
五
・

三
米
、
延
長
七
百

十
四
米
を
着
工
、

延
千
八
百
七
十
二

名
の
失
業
者
が
作

業
に
従
事
し
て

こ
の
完
成
が
迫

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
こ
の

付
近
一
帯
は
宅

地
と
し
て
良
く

な
り
、
ま
た
火

災
の
場
合
に
は

そ
の
豊
富
な
水

量
が
利
用
で
き
て
地
域
民
の
不
安
を

取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す

口圖l

第
C
N
J
回
市
議
会
可
決
議
案

△
報
告
第
三
号
大
野
市

発
電
所
建
設
事
業
特
別
会

計
、
市
負
担
金
の
借
入
に

つ
い
て
、
契
約
の
承
認
、

三
発
電
所
建
設
の
た
め
に

市
管
内
の
敷
地
買
収
費
の
内
、
市
の

負
担
分
は
北
電
か
ら
無
利
子
で
借
り

受
け
、
こ
の
返
済
は
今
後
三
発
電
所

の
固
定
資
産
税
の
初
年
度
分
の
額
を

三
年
間
で
均
等
償
還
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

▲
議
案
第
六
十
五
号
昭
和
三
十
二

年
度
大
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
追

加
更
正
予
算
案
、
追
加
更
正
予
算
総

額
三
千
七
百
十
九
万
六
千
九
百
円
で

あ
っ
て
、
こ
の
主
な
も
の
は
給
与
法

の
改
正
に
伴
う
一
般
職
の
給
与
・
諸

手
当
の
増
額
な
ど
に
三
百
六
十
六
万

六
千
三
百
円
、
教
育
費
、
新
営
改
築

費
、
有
終
西
小
学
校
第
一
期
工
事
費

に
二
千
十
九
万
六
千
円
、
上
庄
小
学

校
の
付
属
屋
、
渡
り
廊
下
な
ど
四
十

六
坪
の
付
帯
工
事
に
百
四
十
七
万
二

千
円
、
有
終
酉
小
学
校
改
築
第
一
期

工
事
の
付
帯
工
事
に
五
十
万
円
。
小

団
地
開
発
事
業
工
事
、
松
丸
農
道
ほ

か
四
線
に
百
五
十
三
万
八
千
円
、
ほ

単
林
道
事
業
費
、
黒
谷
林
道
ほ
か
三

線
百
二
十
八
万
円
、
水
道
特
別
会
計

繰
出
金
に
四
百
九
十
三
万
五
千
五
百

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
歳
入
は
市
税
三
百
五
十
万
円

地
方
交
付
税
四
百
二
十
万
円
、
市

有
財
産
の
売
払
代
金
五
十
八
万
八

千
円
、
国
庫
補
助
金
、
農
山
漁
村

建
設
事
業
補
助
二
百
九
十
八
万
円

西
小
学
校
建
築
補
助
金
六
百
七
十

九
万
九
千
円
、
県
補
助
金
、
農
林

補
助
七
十
五
万
七
千
円
、
寄
付
金

農
林
寄
付
百
七
十
七
万
九
千
二

百
円
、
工
事
地
元
負
担
金
、
教
育

寄
付
三
十
二
万
三
千
円
、
篤
志
家

の
寄
付
に
よ
る
衛
生
寄
付
四
百
九

十
三
万
五
千
円
、
木
本
、
木
落
、

佐
開
な
ど
簡
易
水
道
の
地
元
負
担

金
、
雑
収
入
、
昭
和
三
十
一
年
度

部
落
電
話
架
設
工
事
費
払
戻
金
二

十
六
万
九
千
七
百
円
、
市
債
、
教

育
債
一
千
百
万
円
、
こ
の
外
六
万

五
千
円
委
託
費
、
総
計
三
千
七
百

十
九
万
六
千
九
百
円
で
あ
り
ま
す

そ
こ
で
総
予
算
額
二
億
九
干
七
百

六
万
九
千
百
円
と
な
り
ま
し
た
●

▲
議
案
第
六
十
八
号
特
別
会
計
設

定
に
つ
い
て

Å
議
案
第
七
十
七
号
大
野
市
営
簡

易
水
道
供
給
粂
例
制
定
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
水
道
法
の
改
正
、
地
方
財
政

法
の
改
正
に
伴
い
同
条
例
の
制
定
お

よ
び
特
別
会
計
の
設
置
を
見
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
特
別
会
計
で
は
一
千

八
百
八
十
三
万
四
千
五
百
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
箇
所
は
木
本

佐
開
、
蕨
生
、
木
落
で
あ
り
・
瓦
す
。

▲
議
案
第
七
十
八
号
大
野
市
畜
籍

条
例
制
定
に
つ
い
て
家
畜
の
増
産

を
図
る
た
め
に
県
で
は
畜
籍
条
例
を

設
け
ま
’
し
た
が
、
市
に
於
い
て
も
こ

れ
に
基
ず
い
て
牛
馬
の
畜
籍
簿
を
、

管
理
者
や
飼
養
者
の
届
出
に
よ
り
作

成
す
る
と
と
も
に
出
生
、
死
亡
、
売

却
、
ト
殺
な
ど
の
畜
籍
簿
整
理
を
行

い
家
畜
数
の
調
査
に
当
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

▲
議
案
第
八
十
三
号
大
野
市
選
挙

管
理
委
員
会
の
委
員
お
よ
び
補
充
員

の
選
挙
に
つ
い
て
選
挙
管
理
委
員

会
の
委
員
が
任
期
満
了
と
な
っ
た
た

め
に
議
会
の
選
挙
に
よ
り
決
め
た
も

の
で
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

委
員
石
田
伊
太
郎
清
水

　

″
城
地
貞
一
蕨
生

　

″
高
井
八
兵
衛
下
中
野

　

補
充
田
原
彦
兵
衛
南
六
呂
師

　

″
斎
藤
幸
一
郎
下
舌

　

”
林
金
之
助
西
勝
原

▲
議
案
第
八
十
四
号
教
何
委
員
の

選
任
の
同
意
に
つ
い
て
小
林
利
右

衛
門
氏
が
九
月
三
十
日
に
任
期
満
了

と
な
る
の
で
後
任
に
宇
野
金
作
氏
（

五
番
）
が
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
欠
号
は
略
し
ま
し
た
）

貳
1
1
灘
礁
が

気
象
庁
の

発
表
に
よ

る
と
秋
晴

れ
は
中
旬

か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
陸
の

十
月
は
、
と
か
く
日
照
不
足
で
、
作

業
も
一
し
お
困
難
で
す
が
、
臨
機
の

処
置
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
冬
作
物
〕
△
裏
作
の
あ
ぜ
立

雨
で
土
が
湿
っ
て
い
る
と
き
は
作
業

が
困
難
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
土
の

性
質
も
悪
く
な
っ
て
最
後
ま
で
根
の

伸
び
が
悪
く
生
育
も
よ
く
な
い
の
で

な
る
べ
く
土
の
乾
い
た
と
き
作
業
を

行
い
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
土

塊
を
細
か
く
し
な
い
で
あ
ぜ
立
て
を

し
て
く
だ
さ
い
。

△
麦
の
は
種
上
旬
中
に
は
種
を
す

玄
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
あ

る
て
い
ど
広
ま
き
に
し
て
、
多
く
す

る
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

△
菜
種
の
定
植
仮
植
床
期
間
は
三

十
日
位
で
、
遅
く
て
も
本
月
下
旬
ま

で
に
定
植
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
植
付
は
な
る
べ
く
晴
天
の
日
が

よ
く
、
苗
は
選
り
分
け
、
大
き
さ
を

揃
え
て
植
え
て
く
だ
さ
い
。
栽
培
本

数
は
一
般
に
や
や
多
目
に
し
た
ほ
う

が
よ
ろ
し
い
。
少
く
と
も
反
当
四
千

本
を
さ
が
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

〔
病
害
虫
〕
△
キ
リ
ウ
ジ
例
年
キ

リ
ウ
ジ
が
発
生
す
る
地
帯
で
は
荒
起

し
の
二
日
ほ
ど
前
、
晴
天
の
日
に
B

H
C
を
散
布
し
て
打
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
△
野
菜
類
病
害
こ
の
月
か
ら
雨
が

多
く
な
る
の
で
白
斑
病
、
黒
斑
病
、

白
腐
病
な
ど
発
生
し
ま
す
か
ら
三
～

四
回
、
一
週
間
置
き
に
銅
水
銀
水
和

剤
（
水
一
斗
に
十
二
匁
）
に
展
着
剤

加
用
し
て
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
白
菜
は
薬
害
を
受
け
や
す
い
の

で
八
匁
液
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〔
畜
産
〕
△
緬
、
山
羊
の
種
付

緬
羊
、
や
ぎ
の
種
付
に
最
も
よ
い
季

節
で
す
か
ら
、
発
情
に
気
を
つ
け
抜

か
り
な
く
種
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

（
写
真
は
い
ず
れ

も
大
和
町
附
近
の

完
成
さ
れ
た
排
水

路
）



秋
の
陽
に
こ
ぼ
れ
る
笑
い
声

季
節
保
育
所
は
年
々
好
評

今
秋
も
ま
た
市
内
十
ヵ
所
で
季
節
保

育
所
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

収
容
人
員
は
三
百
五
十
人
と
い
ろ
盛

況
ぶ
り
で
あ
り
ま
す
。
保
育
所
の
入

所
人
員
は
年
を
追
う
て
増
え
つ
つ
あ

る
こ
と
は
、
実
に
嬉
し
い
限
り
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
こ
新
在
家
季
節
保
育
所
で
は
、

き
よ
う
・
も
一
日
秋
の
日
ざ
し
の
下
で

楽
し
く
遊
戯
で
日
を
送
っ
て
い
ま
す

こ
れ
は
春
の
植
付
ど
き
と
秋
の
採

り
入
れ
ど
き
は
農
作
業
が
多
忙
の

た
め
に
幼
児
の
養
育
は
い
っ
も
危

険
に
さ
ら
さ
れ
が
ち
で
あ
る
た
め

こ
れ
ら
の
障
害
を
な
く
す
る
と
と

も
に
子
供
の
環
境
を
よ
く
し
農
業

生
産
を
高
め
る
た
め
に
市
で
行
な

わ
れ
る
も
の
で
す
。

な
お
小
学
校
の
先
生
に
う
か
が
う
と

保
育
所
へ
入
所
し
た
子
供
は
小
学
校

で
も
早
く
団
体
生
活
に
慣
れ
て
、
結

果
が
良
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

（
氏
神
境
内
の
子
ど
も
た
ち
）

電
話
利
用
者
の
か
た
に
お
願
い

　

統
計
に
よ
る
と
大
野
電
話
局
管
内

の
電
話
利
用
者
の
か
た
が
た
は
、
平

均
一
日
四
回
ず
つ
五
〇
〇
番
で
の
問

い
合
せ
を
し
て
お
ら
れ
る
事
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
お
願
い
し
た
い
の
は

皆
さ
ん
が
た
で
必
嬰
な
相
手
が
た
の

電
話
番
号
の
抜
粋
表
を
作
っ
て
お
い

て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
1
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
局
）

４
L
に
勺
‘

△
こ
げ
な
い
魚
の
焼
き
方
魚
を

網
で
焼
く
と
き
網
を
熱
し
て
か
ら

魚
を
の
せ
る
と
魚
は
焦
げ
つ
か
な

い
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
も
焦

げ
つ
く
と
き
は
、
網
に
少
し
酢
を

つ
け
て
焼
き
ま
す
と

焦
げ
つ
き
ま
せ
ん
。

△
毛
糸
の
く
せ
な
お

し
毛
糸
の
ク
セ
を

直
す
に
は
ニ
オ
ン
フ
位
の
玉
に
巻

き
蒸
器
に
入
れ
毛
糸
の
端
を
蒸
器

の
穴
か
ら
通
し
て
巻
く
と
よ
い
。

△
新
巻
サ
ケ
の
切
り
ロ
サ
ヶ
の

新
巻
を
切
る
と
き
は
頭
の
方
か
ら

切
っ
て
、
切
り
口
へ
塩
水
で
ぬ
ら

し
た
紙
を
は
り
っ
け
て
置
き
ま
す

と
味
が
変
り
ま
せ
ん
。

△
リ
ン
ゴ
の
む
き
た
て
子
供
た

ち
の
遠
足
や
運
動
会
に
持
た
せ
る

リ
ン
ゴ
は
皮
を
む
い
て

四
ツ
切
り
に
し
、
ジ
ン

を
と
っ
て
塩
水
に
十
分

位
っ
け
た
も
の
を
、
つ

ま
み
揚
子
と
一
緒
に
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
の
袋
に
入
れ
て
持
せ
て
や
り
ま

す
と
、
む
い
た
と
き
と
少
し
も
変

り
ま
せ
ん
。

石
ど
う
ろ
う
を
遊
園
地
に

一
ヵ
月
後
に
は
お
目
見
え

市
街
の
中
央
、
石
燈
ろ
う
に
緑
地
帯

を
つ
く
り
、
こ
れ
を
遊
園
地
化
す
る

と
と
も
に
年
を
追
っ
て
増
え
つ
つ
あ

る
観
光
客
の
休
憩
所
や
、
観
光
バ
ス

の
駐
車
場
に
あ
て
る
と
い
う
要
望
が

地
元
商
店
街
か
ら
も
あ
り
、
市
で
は

総
工
費
百
万
円
を
投
じ
五
百
坪
の
緑

地
を
作
る
べ
く
計
画
1
て
い
玄
1
た

が
、
九
月
中
旬
よ
ら
や
く
地
元
民
と

の
話
合
い
も
て
き
、
九
月
末
か
ら
着

工
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
の
完

成
は
十
一
月
上
旬
の
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

大
自
然
の
観
光
に
恵
ま
れ
た
当
地

方
へ
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
れ
ば

大
型
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
が
連
っ
て
訪
れ

ま
す
が
適
当
な
休
憩
所
や
駐
車
場
が

な
い
た
め
に
ほ
と
ん
ど
市
街
を
素
通

り
す
る
あ
り
さ
ま
で
し
た
が
、
こ
の

緑
地
が
完
成
す
れ
ば
市
街
地
に
も
観

光
客
の
足
を
留
め
る
こ
と
が
で
き

ま
た
市
民
の
い
こ
い
の
場
所
と
も

な
る
わ
け
で
す
。
（
ト
ツ
パ
ン
は

完
成
予
定
図
）

中央公園｛・｜・｝建設計画圖

‘
一
一
ダ
。
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’
肖
公

気温は平年並

か、やや低め
〔
概
況
〕
中
旬
一
時
秋

晴
れ
の
日
屯
あ
り
玄
す

が
概
し
て
曇
、
雨
天
の

日
が
多
い
見
込
み
で
す

下
旬
の
天
気
は
周
期
的

に
変
化
し
ま
し
よ
う
。

月
を
通
じ
て
の
平
均
気
温
は
平
年

並
か
や
や
低
く
、
降
水
量
は
平
年

並
か
や
や
多
い
で
し
ょ
う
。

〔
天
気
〕
△
中
旬
曇
、
雨
天
の
日

が
多
い
見
込
み
、
旬
な
か
ぱ
に
は
晴

れ
た
日
が
多
く
な
る
見
込
み
で
す
。

△
下
旬
旬
始
め
は
天
気
は
く
ず
れ

ま
す
が
回
復
が
早
く
、
秋
晴
れ
の
日

が
多
い
で
し
ょ
う
。

林おも

植
林
の
注
意

植
林
の
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
植
付
け
た

苗
木
を
枯
ら
さ
な
い
よ

う
次
の
こ
と
を
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
苗
木
は
必
ず
植
林
地
付
近
の
風
当

　

り
の
少
な
い
日
陰
の
所
へ
仮
植
し

　

て
置
い
て
く
だ
さ
い
。

②
苗
木
は
常
に
乾
燥
し
な
い
よ
う
に

　

し
、
特
に
根
に
光
線
や
風
を
あ
て

　

な
い
よ
ヽ
り
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
植
付
は
無
風
の
曇
天
か
降
雨
前
に

　

行
う
方
が
よ
ろ
し
い
。
干
天
続
き

　

の
時
は
降
雨
を
待
っ
て
行
っ
て
く

　

だ
さ
い
。

④
栢
穴
は
深
目
に
掘
り
、
ゆ
す
り
な

　

が
ら
浅
く
植
付
け
ま
す
。

④
植
付
の
位
置
は
規
則
た
だ
し
い
隔

　

た
り
に
し
、
下
刈
、
手
入
作
業
な

　

ど
に
便
利
に
し
て
お
き
ま
す
。

④
苗
木
の
表
裏
の
明
ら
か
な
も
の
は

　

表
を
強
い
光
線
の
方
向
に
向
け
植

　

付
け
る
と
よ
ろ
し
い
。

求
人
情
報

（
％
腎
）

（
就
職
地
は
い
ず
れ
も
市
内
）

〔
男
子
〕
▽
薪
炭
店
オ
ー
ト
三
輪
運

転
手
一
名
、
年
齢
不
問
七
千
－
一
万

円
（
通
、
住
自
由
）
▽
製
パ
ン
店
製
パ

ン
見
習
二
名
、
二
〇
歳
前
後
三
千
I

四
千
円
（
住
込
）
▽
鉄
工
所
旋
盤
見
習

二
名
、
二
〇
歳
前
後
日
収
百
五
十
円

（
通
勤
）
▽
工
業
株
式
会
社
ボ
ー
リ
ン

グ
エ
五
名
、
一
八
－
二
五
歳
一
万
五

千
円
高
校
卒
（
住
込
）
▽
同
自
動
車
運

転
手
一
名
、
年
齢
不
問
一
万
四
千
円

経
験
三
年
以
上
（
住
込
）

〔
女
子
〕
▽
米
穀
販
売
店
集
金
ま
た

は
配
達
人
一
名
、
三
〇
歳
以
上
六
千

円
（
通
勤
）
▽
製
造
工
場
雑
役
二
名
、

年
齢
不
間
日
収
二
百
円
（
通
勤
）
▽
洋

服
店
店
員
一
名
、
二
〇
歳
前
後
二
千

上
二
千
円
（
住
込
）
▽
医
院
看
護
婦
見

習
一
名
、
一
八
－
二
五
歳
三
千
一
五

千
円
（
住
込
）
▽
縫
製
工
場
事
務
員
二

名
、
一
八
1
二
〇
歳
四
千
五
百
―
五

千
円
（
通
勤
）
▽
機
業
場
下
ご
し
ら
え

二
名
、
一
八
－
ニ
O
歳
六
千
円
経
験

一
年
以
上
（
通
勤
）

▽
季
節
労
務
者
静
岡
県
下
各
農
家

農
業
労
務
者
（
み
か
ん
採
取
人
）
男

女
（
農
業
経
験
あ
る
方
）
年
齢
一
八

上
二
五
歳
、
月
収
（
食
事
付
）
五
千

円
－
六
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
j
今
月

の
行
李

一
一
三
十
一
日
共
同
募
金
月
間

十
五
日
（
火
）
戸
籍
事
務
研
究
会

　

下
庄
出
張
所

十
九
日
（
土
）
語
る
雑
誌
公
開

中
旬
ス
キ
ー
シ
フ
ト
整
備
試
運
転

二
十
一
日
－
三
十
一
日
米
作
日
本

　

一
審
査

下
旬
土
服
調
査
打
合
会
△
商

　

店
街
診
断

※
青
年
と
青
年
教
師
の
語
る
会
と
き
十
月
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
と
こ
ろ
下
庄
小
学
校



（
お
わ
び
）
「
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
」
は
つ
ご
う
に
よ
り
今
月
休
載
し
ま
し
た
。

I●1ゝゝ摺保相談室

I●●●●●r・Iま

⑨

国
民
健
康
保
険
税
の
督
促

状
と
滞
納
処
分
に
つ
い
て

I
子
万
一
、
保
険
税
を
滞
納
し
て

　

い
る
場
合
に
は
ど
ん
な
処
置
す

　

け
ま
す
か

　

（
答
）
保
険
税
は
地
方
税
法
第
七
百

三
条
ノ
三
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
目

的
税
で
あ
り
、
ま
た
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
第
一
条
に
よ
っ
て
課
せ
ら

れ
る
税
金
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ

と
も
納
め
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
従
っ
て
納
期
限
が
過
ぎ
て
も

納
め
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
督

促
状
が
発
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
督
促

状
が
出
さ
れ
て
の
ち
も
規
則
で
定
め

る
特
別
の
理
由
が
な
く
て
納
め
る
こ

と
に
誠
意
を
も
っ
て
い
た
だ
け
な
い

場
合
に
は
、
国
民
健
康
保
険
法
第
七

条
ノ
ニ
、
な
ら
び
に
地
方
自
治
法
お

よ
び
地
方
税
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
っ
て
滞
納
処
分
を
う
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

I
子
万
一
、
国
民
健
康
保
険
に
加

　

入
す
る
こ
と
を
き
ら
っ
て
、
受
診

　

証
や
保
険
税
令
書
を
返
納
し
て
い

　

る
場
合
で
も
、
保
険
税
は
納
め
な

　

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
。

（
答
）
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
を
た

と
え
回
避
さ
れ
ま
し
て
も
、
国
保
法

に
よ
っ
て
市
国
保
条
例
の
適
用
と
同

時
に
、
自
動
的
か
っ
義
務
的
に
国
保

の
被
保
険
者
と
な
っ
て
、
御
協
力
を

願
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。

受
診
証
や
保
険
税
令
書
を
返
納
し
て

い
る
と
か
、
故
意
に
う
け
と
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
被
保
険
者
の
資

格
の
有
無
と
は
無
関
係
で
あ
り
ま
す

従
っ
て
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
以
上
、
ぼ
険
税

を
納
め
ね
ば
な
ら
な
い
者
が
こ
れ
を

滞
納
1
て
い
る
場
合
に
は
、
当
然
督

促
状
も
う
け
滞
納
処
分
を
う
け
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

文
芸
作
品
募
集

一
、
募
集
作
品

創
作
、
コ
ン
ト
原
稿
用
紙
四

百
字
詰
十
五
枚
ま
で

詩
二
編
ま
で

短
歌
、
俳
句
五
首
、
ま
た
は

五
句
ま
で

二
、
締
切
十
月
二
十
日

三
、
投
稿
先

大
野
市
大
野
公
民
館
あ
て

四
、
授
賞

　

各
部
門
ご
と
に
一
等
の
み
授
賞

五
、
応
募
資
格
制
限
な
し

六
、
審
査
県
文
化
協
会

七
、
発
表

　

十
一
月
三
日
午
前
十
時

　

大
野
公
民
館

※
入
選
者
に
は
通
知
し
ま
す

　

主
催
大
野
市
大
野
公
民
館

由
緒
多
い
。
坂
戸
峠
”

11禰諏吊X祁

　

大
野
よ
り
福
井
へ
行
く
街
道
の
一

難
所
は
、
昔
か
ら
坂
戸
の
峠
で
あ
り

ま
し
た
。
い
ま
は
大
分
切
割
っ
て
ゆ

る
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
あ
の

頂
上
ま
で
登
っ
た
も
の
で

す
。
牛
ヶ
原
庄
園
時
代
（

七
、
八
百
年
前
）
年
貞
を

京
都
へ
納
め
に
行
く
に
も

こ
の
坂
を
越
し
た
の
で
し

た
。
鎌
倉
川
の
悲
劇
を
残

し
た
淡
川
時
治
が
、
京
都

六
波
羅
勢
を
連
れ
て
牛
ヶ

原
へ
駒
を
進
め
た
時
も
、
こ
の
坂
を

越
し
た
の
で
す
。
奥
州
落
ち
の
源
義

経
が
平
泉
寺
へ
し
の
び
行
く
時
も
朝

倉
義
景
が
一
乗
谷
で
敗
北
し
大
野
へ

退
却
し
た
時
も
こ
の
坂
を
越
し
た
の

で
し
た
。

　

岡
田
静
山
、
田
中
大
秀
、
橘
曙
覧

佐
々
木
弘
綱
な
ど
の
文
人
も
こ
の
坂

を
越
し
た
感
想
を
詩
歌
に
残
し
て
い

ま
す
。
岡
田
静
山
が
都
よ
り
帰
る
と

き
、
こ
の
峠
を
越
し

　

坂
戸
の
山
夕
越
え
く
れ
ば
わ
が
宿

　

の
梢
ほ
の
か
に
霧
こ
も
る
見
ゆ

と
詠
ん
だ
の
で
す
。
い
か
に
も
わ
が

家
の
な
つ
か
し
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い

ま
す
。

　

大
野
か
ら
遠
方
へ
行
く
者
は
こ
の

峠
ま
で
見
送
ら
れ
、
水
盃
を
し
て
別

れ
を
惜
ん
だ
も
の
で
す
。
峠
へ
は
山

賊
や
物
乞
い
が
出
て
通
行
人
を
苦
し

め
た
記
録
も
残
つ
て
い
ま
す
。
地
蔵

さ
ま
、
観
音
さ
玄
、
鬼
子
母
神
さ
ま

な
ど
の
石
像
が
頂
上
に
あ
り
ま
す
の

は
通
行
人
を
守
る
た
め
で
し
ょ
う
。

　

天
保
大
飢
饉
で

餓
死
し
た
無
縁
の

霊
を
ま
っ
り
、
天

下
1
平
五
穀
豊
穣

を
祈
っ
た
碑
も
頂

上
付
近
に
あ
り
ま

す
。
凶
作
に
な
る

と
こ
の
峠
に
番
所

を
設
け
、
福
井
方

面
へ
米
の
流
れ
る
の
を
差
止
め
た
も

の
で
す
。
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
の
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
箱
舘
戦
争
で

戦
死
し
た
霊
を
ま
っ
る
招
魂
社
も
こ

の
辺
に
あ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
明
治

十
七
年
に
坂
を
切
下
げ
た
工
事
の
苦

難
を
記
し
た
石
碑
は
今
も
頂
上
近
く

に
残
っ
て
い
ま
す
。
（
坂
戸
峠
）

声

有
終
西
校
の
改
築

と
遊
園
地
の
着
工

を
急
げ

各
機
関
紙
に
度
々

報
じ
ら
れ
て
き
た
有
終
西
小
学
校
改

築
問
題
と
遊
園
地
建
設
の
件
は
音
サ

タ
が
な
い
が
ど
う
し
た
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

　

ま
た
大
野
市
も
時
報
サ
イ
レ
ン
を

ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
サ
。
イ
レ
ｙ
に
替
え
て

は
ど
う
で
す
か
。
最
近
小
浜
市
役
所

も
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
に
す
る

と
か
、
ま
た
福
井
市
、
芦
原
町
、
こ

の
外
福
井
市
内
の
高
校
で
も
使
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
（
4
央
在
住
生
）

本
町
通
り
の
路
面
修
理
を
早
く

し
て
ほ
し
い

　

本
町
通
り
の
路
面
の
破
損
箇
所
が

そ
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
・
魚

忠
の
角
、
宇
野
酒
屋
の
前
、
そ
れ
に

大
野
七
I
タ
ー
ス
の
前
で
、
と
く
に

こ
の
前
は
自
動
車
の
停
車
が
多
く
ど

ろ
沼
だ
け
が
通
行
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
く
こ
の
修
理
を
望
む

も
の
で
す
。

　

つ
ぎ
に
市
報
は
ニ
ュ
ー
ス
性
が
な

く
、
娯
楽
欄
も
少
い
で
す
。
八
月
号

に
増
頁
が
あ
っ
た
の
で
長
近
公
祭
り

の
な
ご
や
か
な
記
事
で
も
あ
る
の
か

と
思
っ
た
ら
、
数
字
の
ら
列
で
ま
る

で
官
報
の
よ
う
で
す
。
こ
の
代
り
に

長
近
公
祭
り
の
金
の
歌
や
銀
の
歌
な

ど
の
成
績
で
も
発
ま
表
し
た
ら
ど
う
で

す
か
。
（
本
町
生
）

　

（
答
）
建
設
的
な
声
を
た
く
さ
ん
お

寄
せ
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ど
ざ

い
ま
し
た
。

　

有
終
西
小
学
校
の
改
築
に
つ
い
て

は
本
紙
一
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

駐
車
場
や
遊
園
地
の
建
設
に
つ
い

て
は
す
で
に
着
工
し
て
お
り
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て

は
よ
い
御
意
見
で
あ
り
ま
す
が
、
即

刻
実
現
で
き
る
と
は
申
さ
れ
ま
せ
ん

な
る
べ
く
御
要
望
に
沿
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
道
路
修
理
の
件
に
っ
い
て

は
、
従
前
は
国
道
で
あ
り
玄
し
た
が

近
く
市
会
で
承
認
を
得
て
市
道
に
編

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
通
り
の
路
床
は
地
盤
が
軟
か
い

の
で
ユ
ン
ク
リ
ー
ト
路
床
で
は
良
く

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
近
く
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
で
修
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

八
月
号
の
増
頁
は
市
の
財
政
公
表

で
、
民
主
政
治
の
本
旨
に
沿
う
て
、

皆
さ
ん
の
血
税
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
お
も
し
ろ

い
記
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民

と
し
て
ぜ
ひ
理
解
し
て
い
た
だ
い
て

い
ろ
い
ろ
御
意
見
な
ど
も
う
か
が
い

市
政
に
御
協
力
を
願
う
た
め
の
財
政

白
書
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
御

一
覧
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
、
少
く
と
も
年
に
二
回
は
発
行
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

吻
室
だ
I
こ
I
ス
や
娯
楽
記
事
な

ど
も
多
く
載
せ
た
い
の
で
す
が
、
紙

面
の
都
合
で
割
愛
し
て
い
ま
す
。
今

後
編
集
に
一
段
の
工
夫
を
し
て
御
期

待
に
そ
い
た
い
と
思
い
ま
す
（
係
）

公
売
公
告

一
、
物
件
の
所
在

　

大
野
市
稲
郷
四
三
号
こ
一
番
地

一
、
物
件
の
名
称

　

大
野
市
上
庄
小
学
校
旧
校
舎

一
、
物
件
の
種
類
お
よ
び
数
量

　

木
造
二
階
建
（
一
部
平
屋
建
）

　

瓦
ぶ
き
延
二
〇
一
坪

右
建
物
を
公
売
す
る
か
ら
買
受
を

希
望
す
る
も
の
は
現
地
現
物
お
よ

び
入
札
心
得
書
を
熟
覧
の
上
入
札

せ
ら
れ
た
い
、
右
公
告
す
る

　

昭
和
三
十
二
年
十
月
一
日

　
　
　

大
野
市
長
斎
藤
重
雄

△
公
売
の
方
法
入
札
△
入
札

お
よ
び
開
票
場
所
市
役
所
市
長

室
△
入
札
の
日
時
十
月
十
一

日
午
後
一
時
△
契
約
保
証
金

百
分
の
十
△
加
入
保
証
金
百

分
の
五
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